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地
震
保
険
の
契
約
が
京
都
府
と
滋
賀
県
で
伸

び
て
い
る
。
阪
神
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震

な
ど
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
上
、
京
滋

で
二
〇
〇
七
年
十
月
か
ら
保
険
料
が
ほ
ぼ
半
額

に
な

っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
値
下
げ
か
ら
昨

年
十
月
の
間
の
伸
び
率
は
、
滋
賀
が
前
年
同
期

に
比
べ
１７
％
増
で
全
国
三
位
、
京
都
も
１２
％
増

で
八
位
だ

っ
た
。

「地
震
保
険
は
保
険
料
が
高
い
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ

っ
た
が
、
値
下
げ
で
顧
客
に
も
勧
め

地
震
保
険
　
地
震
や
地
震
に
伴
う
火
災
な
ど

の
損
害
が
火
災
保
険
で
補
償
さ
れ
な
い
た

め
、
こ
れ
ら
の
補
償
を
希
望
す
る
人
が
任
意
加
入
す

る
。
保
険
会
社
と
政
府
が
共
同
運
営
し
、
ど
の
保
険

各
社
で
も
保
険
料
は
同
じ
。
建
物
全
損
は
保
険
金
額

（契
約
金
額
）
の
全
額
、
半
損
は
５０
％
、　
一
部
損
は

５
％
が
補
償
さ
れ
る
。

た
。
し
か
し
、
よ
り
精
密
な
予
測
値
を
基
に
算

出
し
直
し
た
結
果
、京
滋
は
と
も
に
「２
等
地
」

に
下
が
り
、
〇
七
年
十
月
に
保
険
料
が
安
く
な

っ
た
。

補
償
額
を

一
千
万
円
に
設
定
し
た
場
合
、
年

間
の
保
険
料
は
木
造
住
宅
で
二
万
三
千
五
百
円

か
ら

一
万
三
千
七
百
円
に
、
非
木
造
住
宅
は

一

万
三
千
五
百
円
か
ら
六
千
五
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
下
げ

ら
れ
た
。

地
震
保
険
は
火
災
保
険
と
セ

ッ
ト
で
し
か
加

入
で
き
な
い
。
火
災
保
険
の
新
規
契
約
者
の
う

ち
地
震
保
険
に
も
入

っ
た
人
の
割
合
は
、
ｏ
七

年
度
で
は
京
都
が
３‐
％
（前
年
度
比
４
び
増
）
、

滋
賀
が
３４
％

（同
４

・
６
ビ
増
）
に
達
し
、
京

滋
と
も
初
め
て
三
割
を
超
え
た
。

世
帯
加
入
率
も
、
阪
神
大
震
災
以
降
で
三
倍

以
上
に
増
え
て
い
る
＝
表
。
た
だ
、
昨
年
度
の

全
国
平
均

（２‐
％
）
に
比
べ
る
と
依
然
低
く
、

京
都
の
１７
％
と
滋
賀
の
１５
％
は
全
国
ト

ッ
プ
の

宮
城
県

（２９
％
）
の
約
半
分
だ
。

京
都
損
害
保
険
代
理
業
協
会
は

「保
険
料
は

建
物
の
耐
震
性
能
が
高
い
と
割
引
に
な
る
。
保

険
料
に
応
じ
て

一
定
額
が
所
得
の
課
税
対
象
額

か
ら
控
除
さ
れ
る
税
制
上
の
利
点
も
Ｐ
Ｒ
し

て
、さ
ら
に
加
入
を
促
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

額 後押し等
阪神、中越…
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